
 

さざわ・たろう 
 

洋学修業者、文部権少書記官 

 

経 歴 

生：天保９年（１８３８年）６月１９日、備後国品治郡新市村（現福山市新市町新市）生まれ 

没：明治２９年（１８９６年）５月２９日、享年５９歳、駒込吉祥寺に葬る 

－ １２歳 父を失って母の実家に養われる 

嘉永５年（１８５２年） １５歳 江木鰐水の家塾・久敬舎に寄留勉学 

嘉永７年（１８５４年） １７歳 元服して元太郎と名のる 

安政２年（１８５５年） １８歳 佐沢泰介の家をつぎ佐沢を姓とする 

安政４年（１８５７年） ２０歳 寺地強平について蘭学修業をはじめる 

安政６年（１８５９年） ２２歳 萩の青木周弼の門に入り蘭書を学ぶ 

－ － 坪井信道（つぼい・しんどう）塾に入る 

文久元年（１８６１年）春 ２４歳 大坂緒方洪庵の適々斎塾（適塾）に入門する 

文久元年（１８６１年）１０月１７日 ２４歳 適塾にいた佐沢に「洋学修業」の命あり 

文久２年（１８６２年）秋 ２５歳 出府し、幕府の西洋医学所において蘭書の研究をつづける 

文久３年（１８６３年）１０月より ２６歳 藩邸に入って洋書調所・医学所に通学し、のち開成所に通って勉学をする 

元治元年（１８６４年） ２７歳 幕府より開成所句読師 

慶応２年（１８６６年） ２９歳 開成所教授手伝並 

慶応の終わりごろ ３０歳ごろ 桂川甫策らと「遠近新聞」を発刊 

明治元年（１８６８年） ３１歳 この頃、元太郎改め、太郎を名乗る 

明治元年（１８６８年）３月 ３１歳 福山藩の勘定所詰 

明治元年（１８６８年）７月 ３１歳 帰福して、藩校誠之館洋学助教 

明治２年（１８６９年）９月 ３２歳 兵学助教を兼務 

明治２年（１８６９年）１２月 ３２歳 洋学教授兼兵学教授 

明治３年（１８７０年）１２月 ３３歳 福山藩一等教授 

明治４年（１８７１年）１１月 ３４歳 福山県の廃止とともに解職 

明治５年（１８７２年） ３５歳 上京して文部省に勤務 

明治５年（１８７２年）２月 ３５歳 九等出仕、編輯寮勤務 



明治６年（１８７３年） ３６歳 『仏国学制』（１・２編）を文部省より出版 

明治１０年（１８７７年） ４０歳 辻新次らと「教育新誌」（汎愛社刊）を発刊、その編集長となる 

明治１２年（１８７９年） ４２歳 書肆弘文社社長 

明治１３年（１８８０年） ４３歳 普通学務局勤務 

明治１７年（１８８４年） ４７歳 文部権少書記官 

明治１８年（１８８５年）８月３１日 ４８歳 「福山教育義会」幹事兼委員を委嘱される 

明治１８年（１８８５年）１２月 ４８歳 職を辞す 
 

生い立ちと学業、業績 

生い立ち 

福山藩士。幼名豊太郎、元服して元太郎。名は高仰、字は詩山、号は神水。 

 

小林義直と肩をならべて幕府洋書調所に学び、のち「学制」の制定に大きな功績を残したの

が佐沢太郎である。 

佐沢は天保９年（１８３８年）６月１９日、備後国品治郡新市村（現福山市新市町新市）において

三木嘉久平（みき・かぐへい）の第五子として生まれた。 

１２才の時父を失って母の実家に養われていた。 

嘉永７年（１８５４年・１７才）で元服して元太郎と名のった。 

安政２年（１８５５年）、１８才の時、品治郡江良村の漢蘭折衷の医師・佐沢泰介の家をつぎ佐

沢を姓とした。 

 

学業 

嘉永５年（１８５２年・１５才）江木鰐水の家塾に寄留勉学。 

安政４年（１８５７年）、寺地強平について蘭学修業をはじめ、ついで安政６年、萩の青木周弼

（あおき・しゅうすけ）の門に入り青木の弟研蔵に学んだ。 

さらに文久元年（１８６１年）春、２４歳のとき念願がかない大坂緒方洪庵の適々斎塾（適塾）に

入門することができた。 

ちなみに、寺地、青木、緒方の三人はいずれも坪井信道（つぼい・しんどう）塾の同窓である。 

文久２年（１８６２年）の秋、師の洪庵に随行して出府し、洪庵が頭取となった幕府の西洋医学

所において学び、蘭書の研究をつづけた。 

これより前、かねて佐沢に嘱目していた福山藩は、文久元年（１８６１年）１０月１７日、適塾にい

た佐沢に「洋学修業」を命じていたが、佐沢は文久３年（１８６３年）１０月から藩邸に入って（恐

らく洪庵の没後であろう）、ここから洋書調所・医学所に通学し、後専ら開成所に通って勉学を

した。 

《この時の同期に五十川基、野上村出身の小林義直がいる。 

いずれも寺地門下生で、福山藩洋医学興隆の三俊英である。 

医学校兼病院の同仁館設立にあたり、この３人が師の寺地を助け尽力したのは言うまでもな

い。》 

仏学を兼修したのはこの時期であった。 

 

業績 



その後、元治元年（１８６４年）には幕府より、開成所句読師、慶応２年（１８６６年）には開成所

教授手伝並を拝命した。 

 

明治元年（１８６８年）３月、福山藩の勘定所詰として召し返され、同明治元年（１８６８年）７月に

帰福して、洋学助教を拝命した。 

明治２年（１８６９年）９月、兵学助教を兼務し、同明治２年（１８６９年）１２月、洋学教授兼兵学

教授となった。 

明治３年（１８７０年）１２月、新官位相当表により、福山藩一等教授となったが、明治４年（１８７

１年）１１月、福山県の廃止とともに解職された。 

 

翌明治５年（１８７２年）上京して文部省に勤務することになり、同明治５年（１８７２年）２月九等

出仕、編輯寮勤務、明治１３年（１８８０年）普通学務局勤務、明治１７年（１８８４年）文部権少

書記官を歴任した後、明治１８年（１８８５年）１２月職を辞した。 

 

こうした公職の他に、慶応の末年には、桂川甫策らと「遠近新聞」を発刊した。 

また明治１０年よりは、辻新次らと「教育新誌」（汎愛社刊）を発刊し、その編集長を務めた。 

さらに明治１２年には書肆弘文社社長となった。 

 

その後も本郷区西片町に住み、「福山教育義会」の結成にあたっては、在京の６人とともにそ

の幹事兼委員を委嘱され、尋常中学福山誠之館の維持発展に力をつくしている。 

 

明治２９年(１８９６年）５月２９日、西片町に没した。享年５９才、駒込吉祥寺に葬る。 

 

彼の著述の中で、最も著名な『仏国学制』（１・２編）は、明治６年（１８７３年）文部省によって刊

行され、明治政府の新「学制」制定に大きな影響を与えた。 

その他に『仏国帝政史』、『初学須知』、『理科読本』などの著書がある。 

明治初年本邦学制改革の大いなる功労者であった。 

（海後宗臣「福山藩の仏蘭西学者佐沢太郎先生と『仏国学制』」、『福山学生会雑誌』第６６号

所載）   （出典１）～（出典７） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 名  称 編著者 発行所 発行日 

０７２５１ 
『佛國學制［仏国学制］（第１第２

篇）』 

佐澤太郎訳 

河津祐之閲 
文部省 

明治６年～ 

 明治９年 

０７２５２ 『Ａｕｒｅｓ オートル６号』 田所光男編 
研究・教育連携オート

ル（ＣＲＥＡ） 
平成２７年 

０７２５２ 『繪入 啓蒙訓話』 佐澤太郎訳 咀華亭 明治７年 

 



著書訳書 

名  称 編著者 訳 者 発行所 発行日 コメント 

『佛國學制（第１第２篇）』（コピ

ー） 
－ 

佐澤太郎訳 

河洋祐之閲 
文部省 

明治６年～ 

 明治９年 
所蔵 

『繪入 啓蒙訓話』（コピー） － 佐澤太郎訳 咀華亭 明治７年 著述自版、所蔵 

『牙氏 初学須知』 ガリグエー著 佐澤太郎訳 － 明治８年 校閲文部省 

『労氏 地質学』 ローラン著 佐澤太郎訳 文部省 明治１２年 － 

『小学読本』 佐澤太郎編著 － 文栄堂 明治１９年 － 

『小学理科読本二部』 サフレー著 － － 明治２１年 － 

『尋常小学第一読本』 佐澤太郎編著 － 修正出版 明治２１年 － 

『尋常小学第二読本』 佐澤太郎編著 － 修正出版 明治２１年 － 

『尋常小学第三読本』 佐澤太郎編著 － 文栄堂 明治２１年 － 

『理事功程佛國之部』 － 佐澤太郎訳 － － 訂正補約 

『斥侯説略』 － 佐澤太郎訳 － － 訳述 

『騎兵野戦要務』 － 佐澤太郎訳 － － 翻訳 

『戦闘説』 － － － － 反訳月曜会 

『督学必携』 － － － － 反訳文部省 

『「ドラフオーマ」動物学』 － － 文部省 － － 

『物理日記補遺』 － － － － 反訳文部省 

『小学修身書二部』 佐澤太郎編著 － － － － 

『佛國帝政史』 － 宮内省訳 － － － 

出典１：『駅家人物略伝 いにしえわがまちの先覚者たち』、１頁、園尾裕著、駅家公民館ほか刊、２０００年５月２８日 

出典２：『誠之館百三十年史（上巻）』、147･167･168･169･195･196･217･234･244･245･443 頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６

３年１２月１日 

出典３：『福山藩の文人誌（復刻版）』、２１０頁、濱本鶴賓著、葦陽文化研究会刊、１９８８年７月２７日 

出典４：『福山藩の教育と沿革史』、１４８頁、清水久人著、鷹の羽会本部阿部正弘公顕彰会刊、１９９９年８月２０日 

出典５：『郷賢録』、３１頁、福田禄太郎著、福山城博物館友の会編刊、平成１２年１０月１日 

出典６：『福山学生会雑誌（第６６号）』、１７頁、「福山藩の佛蘭西学者－佐沢太郎先生と『佛国学制』」、海後宗臣、福山学生

会事務所編刊、昭和３年８月５日 

出典７：『広島県の医師群像－明治時代－』、２６頁、阪田泰正著、安芸津記念病院郷土史料室刊、昭和６１年１月１日 

２００５年２月２日更新：本文の修正●２００５年３月２８日更新：本文・出典●２００６年３月１０日更新：本文●２００７年１月１８日更

新：経歴・本文・関連情報・出典●２００７年７月１０日更新：写真・経歴・本文・出典●２００８年１月２３日更新：本文・関連情報削

除●２００９年７月２２日更新：本文●２００９年９月１７日更新：経歴・出典●２００９年１０月１９日更新：出典●２０１１年１１月２１日

更新：経歴●２０１２年６月１３日更新：著書訳書・出典●２０１５年５月４日更新：誠之館所蔵品●２０１５年６月９日更新：本文・誠

之館所蔵品・著書訳書● 

 


